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「アマチュア無線の魅力向上アイディア」提案書

1. 提案者 ・氏名：岡田壮弘
・年齢：

・コ ールサイン（局免許保有者の場合） ：ＪＫ８ＣＦＭ

・運絡先 住 所：
メ ール：

2. 提案カテゴリ ー (AまたはBを選択）

A 既に開局している若者や初心者にとっての魅力を一 層高めるアイディア

|Bアマチュア無線を知らない若者に興味を抱かせ資格取得を動機づけるアイディアI

3. アイディア名：
「ラジオ工作＆体験運用でラジオDJ体験！ ？ワ ークショップ」の売り込み

4. アイディアの概要 (200 字以内）
く支部や地域クラブが動く提案です＞
地域の児童会館や公共の科学館で、簡単なラジオ工作をしてもらい、完成後は
体験運用をしてもらいます。ラジオ工作で終わるのではなく、体験運用もプラス
し、4級アマチュアの講習会のチラシ、従事者免許を取得した後のアフタ ーケアと
して支部や地域クラブの運絡先を渡します。また小学校では部活がない代わりに、
放課後に簡易なクラブ活動を不定期で行うケースがあるので、ここヘワ ークショッ
プの提案を行います。

5. 詳細説明（図表を含めて4頁以内）
アイディアそのものは既に多く開催されているものですが、「ラジオ工作」と「体

験運用」の両方を行うイベントはまだ少ないと感じます。法改正で体験運用の敷居
が低くなってきたこともあり、せっかくなのでこの2つを合わせた今風の言葉でい
う「ワ ークショップ」として売り込みをかけると良いかと思います。地域の児童会
館や公共の科学館、ボーイスカウトだけではなく、地域の百貨店や大型書店など、
夏休みや冬休みシーズンの「子供達＆親世代の集客」を狙ってお祭りイベントを開
催することがありますし、小学校も部活がまだない代わりに放課後のクラブ活動を
行っているところがあり、ワ ークショップを売り込む余地が有ると思います。公民
館などを押さえて、自治体の広報誌で募集をかける方法もあります。

くワ ークショップの流れ＞
•まず電波がみんなの生活にたくさん使われているよという話
・ラジオ工作と体験運用をするよという説明








